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ア
メ
フ
ト
体
験
教
室

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
ジ
ャ

パ
ン
を
決
め
る
予
選
会
・
宮

崎
大
会
で
、
土
本
彩
乃
さ
ん

（
平
２５
商
）
が
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
た
。

土
本
さ
ん
は
、
各
都
道
府

県
の
代
表
４２
人
が
出
場
し
日

本
一
を
決
め
る
「
２
０
１
４

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
大

会
」
（
３
月
１８
日
、
東
京
・

椿
山
荘
で
開
催
）
に
挑
む
。

「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
表

現
し
、優
勝
を
目
指
し
ま
す
」

と
笑
顔
で
決
意
を
語
っ
た
。

土
本
さ
ん
は
身
長
１
７
０

㌢
。
小
中
高
と
バ
ス
ケ
ッ
ト

に
打
ち
込
ん
だ
。
歌
う
こ
と

も
大
好
き
で
、
得
意
な
ジ
ャ

ン
ル
は
Ｒ
＆
Ｂ
。
専
大
在
学

中
、
３
万
人
が
応
募
し
た
Ｅ

Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
ボ
ー
カ
ル
バ
ト

ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
出

場
。
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選

ば
れ
た
実
力
の
持
ち
主
だ
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
シ
ン
ガ

ー
を
目
指
し
、
卒
業
後
は
シ

ョ
ー
や
ラ
イ
ブ
活
動
を
続
け

て
い
る
。

予
選
会
で
は
マ
ラ
イ
ア
・

キ
ャ
リ
ー
の
「
恋
人
た
ち
の

ク
リ
ス
マ
ス
」
を
見
事
に
歌

い
あ
げ
た
。

ポ
ン
パ
ド
ウ
ル（
本
社
・
横
浜
市
）の
パ
ン
職
人
、

佐
々
木
卓
也
さ
ん
（
平
５
経
営
）
が
パ
リ
で
開
か
れ

る
パ
ン
技
術
者
世
界
一
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
「
マ
ス

タ
ー
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
」
（
３
月

８
～
１２
日
）
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
。
パ
ン
の
製
作

と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
競
い
合
い
、
最
高
の
パ

ン
職
人
「
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
カ
リ
ー
２
０
１
４
」
を
目

指
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
パ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
「
２

０
１
２
ク
ー
プ
・
デ
ュ
・
モ
ン
ド
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ブ

ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
」
で
優
勝
し
た
日
本
チ
ー
ム
の
一

人
。同

本
社
企
画
部
製
品
開
発
課
で
パ
ン
の
製
品
開
発

に
取
り
組
む
ほ
か
、
後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
て
い

る
。

校
友
会
の
「
神
長
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
支
部
」
が
新
た
に
発
足

し
、昨
年
１２
月
２３
日
、神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
設
立
支
部
総
会

が
開
催
さ
れ
た
∥
写
真
。

今
年
３
月
に
本
学
を
定
年

退
職
さ
れ
る
神
長
百
合
子
法

学
部
教
授
（
法
社
会
学
）
の

最
終
講
義
、
最
終
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
授
業
に
続
き
、
卒
業
生
、

学
生
ら
総
勢
４０
人
が
集
い
、

神
長
教
授
を
囲
ん
で
歓
談
の

輪
が
広
が
っ
た
。
今
後
も
継

続
し
て
交
流
を
持
つ
こ
と
を

誓
い
合
っ
た
。

（
錦
織
満
治
・
平
１４
法
）

渡
邊
講
師
の
研
究

学
外
助
成
に
採
択

渡
邊
隆
彦
商
学
部
講
師
の

（
共
同
）
研
究
「
国
際
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
現
状
と

課
題
」
が

公
益
財
団
法

人
全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興

財
団
よ
り
２
０
１
３
年
度
研

究
助
成
（
法
律
分
野
）
に
採

択
さ
れ
た
。

人
文
科
学
研
究
所
公
開
講
座

▽
日
時
∥
３
月
６
日
（
木
）

１５
時
～
▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽
テ
ー

マ
・
講
師
∥
「
平
安
皇
権
と

渤
海
の
交
流
か
ら
『
源
氏
物

語
』へ
」小
山
利
彦
文
学
部
教

授
／
「『
う
つ
ほ
物
語
』『
源

氏
物
語
』
の
中
に
見
え
る
学

問
」
陣
野
英
則
早
稲
田
大
学

教
授
／
「
『
源
氏
物
語
』
と

唐
物
を
め
ぐ
る
文
化
史
」
河

添
房
江
東
京
学
芸
大
学
教
授


人
文
科
学
研
究
所
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
０
９
０

（
火
曜
日
の
み
開
室
）/

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

s
e
n
s
h
u
- u
.
a
c
.
j
p
/

～o

f
f
1
0
1
6
/
t
o
p
.
h
t
m
l

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
専
修
大

学
人
文
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学

科
共
催

「
脱
原
発
を
考
え
る
ペ
ン
ク

ラ
ブ
の
集
い
」p

a
r
t
4

福
島
原
発
事
故
を
経
て
、

「
脱
原
発
」
に
政
策
転
換
し

た
当
時
の
最
高
責
任
者
・
菅

直
人
氏
（
第
９４
代
内
閣
総
理

大
臣
、
現
民
主
党
最
高
顧

問
）
が
「
福
島
原
発
事
故
―

総
理
大
臣
と
し
て
考
え
た
こ

と
」を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。

官
邸
が
最
初
の
水
素
爆
発

を
知
っ
た
の
は
、
事
故
後
２

時
間
も
経
っ
て
放
送
さ
れ
た

テ
レ
ビ
画
面
か
ら
。
官
邸
に

派
遣
さ
れ
て
い
た
専
門
家
た

ち
は
、
あ
い
ま
い
で
無
責
任

な
説
明
を
く
り
返
す
だ
け
。

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
予
測
も

放
射
能
拡
散
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
デ
ー
タ
も
隠
さ
れ
て

い
た
。
と
て
つ
も
な
い
〝
原

子
力
村
〟
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

が
見
え
隠
れ
す
る
…
…
。

首
相
自
ら
現
地
へ
向
か

い
、
さ
ら
に
は
東
電
本
社
に

乗
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
当
時
の
状
況
が
明
か
さ
れ

る
。
参
加
無
料
。
先
着
５
０

０
人
（
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時
∥
３
月
１５
日
（
土
）

１４
～
１７
時
▽
場
所
∥
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
３
０
３
教
室

【
第
１
部
】
菅
直
人
氏
講
演

【
第
２
部
】
質
疑
応
答

※
質
問
者
∥
茅
野
裕
城
子
氏

（
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事
・

女
性
作
家
委
員
会
委
員
長
）

／
山
田
健
太
文
学
部
教
授

（
同
理
事
・
言
論
表
現
委
員

長
）
／
吉
岡
忍
氏
（
同
専
務

理
事
）
ほ
か


日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
☎
０３
・

５
６
１
４
・
５
３
９
１

E- m
a
i
l
:
i
n
f
o
@
j
a
p
a
n
p

e
n
.
o
r
.
j
p

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
室
蘭

支
部
総
会
〉

▽
２
月
１４
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
東
室
蘭
駅
徒

歩
１０
分
「
中
嶋
神
社
・
蓬
�

殿
」
□問
三
谷
洋
一
氏
☎
０
１

４
３
・
２２
・
０
１
５
０
（
社

会
福
祉
法
人
母
恋
内
）

〈
伊
予
お
お
と
り
会
新
年

会
〉

▽
２
月
１５
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
車
１０
分

「
国
際
ホ
テ
ル
松
山
」
□問
伊

予
お
お
と
り
会
事
務
局
☎
０

８
９
・
９
２
３
・
１
６
２
２

〈
三
三
会
総
会
〉

▽
３
月
２
日
（
日
）
１８
時
開

会
▽
箱
根
湯
本
駅
徒
歩
７
分

「
箱
根
湯
本
温
泉

吉
池
」

□問
今
福
義
幸
氏
☎
０３
・
３
２

６
９
・
１
４
３
５

〈
平
成
２５
年
会
支
部
設
立
総

会
〉

▽
３
月
２５
日
（
火
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１５
階
「
報
恩
の
間
」
□問
校
友

会
事
務
局
☎
０３
・
３
２
６
５

・
７
５
７
９

年
会
費
納
入
の
お
願
い

２
０
１
４
年
度
の
校
友
会

年
会
費
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。振

込
用
紙
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
校
友
会
事
務
局
（
☎

０３
・
３
２
６
５
・
７
５
７

９
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
会
費
納
入
者
に
は
「
ニ

ュ
ー
ス
専
修
」
を
毎
月
、
校

友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」
を
年

４
回
お
届
け
し
ま
す
。

参
加
者
募
集

体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
「
グ
リ
ー
ン
マ

シ
ー
ン
」
は
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
「
リ
ト
ル
グ
リ
ー

ン
マ
シ
ー
ン
」
「
ジ
ュ
ニ
ア

グ
リ
ー
ン
マ
シ
ー
ン
」
を
結

成
し
、
コ
ー
チ
や
部
員
ら
が

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

今
回
、
小
・
中
学
生
に
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
体

験
教
室
を
開
催
す
る
。
未
経

験
者
も
歓
迎
。

▽
日
時
∥
３
月
３０
日
（
日
）

／
４
月
２０
日
（
日
）
、
と
も

に
１３
時
３０
分
～
▽
場
所
∥
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
グ
ラ
ウ
ン

ド
▽
体
験
メ
ニ
ュ
ー
∥
ラ
ン

ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
体
験
、
防
具

を
着
用
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
体
験

ほ
か
▽
対
象
∥
小
学
４
年
生

～
６
年
生
、
中
学
生

※
申
し
込
み
は
川
崎
リ
ト
ル

・
ジ
ュ
ニ
ア
グ
リ
ー
ン
マ
シ

ー
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
r
e
e
n
m
a
c

h
i
n
e
.
j
p
/
J
r
/

）
へ
。

E- m
a
i
l
:
s
s
a
i
t
o
@
r

e
v
i
c
g
l
o
b
a
l
.
c
o
m

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
２
０
１
４
年
度
（
４
月
か
ら

１
年
間
）
の
年
間
購
読
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
購
読
料
は
１
０
０

０
円
（
郵
送
料
含
む
）
で
す
。

＊
育
友
会
員
お
よ
び
年
会
費
納
入

済
み
の
校
友
会
員
の
方
は
お
手
続

き
不
要
で
す
。

＊
本
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
る
方
に

は
、
１
年
間
校
友
会
か
ら
お
送
り

し
ま
す
。

＊
４
年
次
以
上
の
ご
父
母
・
保
護

者
に
は
払
込
取
扱
票
を
同
封
い
た

し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

□問
・
□申
〒
１
０
１
―
８
４
２
５

（
専
用
郵
便
番
号
）
専
修
大
学
広

報
課

☎
０３
・
３
２
６
５
・
５
８
１
９
／

E- m
a
i
l
:
k
o
h
o
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h

u- u
.
a
c
.
j
p

卒
業
式
終
了
後
、
校
友
会
主
催
の
「
新
校
友
歓
迎
祝

賀
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
卒
業
生
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時
∥
３
月
２２
日
（
土
）
１３
時
３０
分
開
会
（
予
定
）

◆
会
場
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
中
庭
（
雨
天
時
は

地
下
１
階
学
生
ホ
ー
ル
）

現
代
日
本
に
お
け
る
労
働
世

界
の
構
図

―
も
う
ひ
と
つ
の
働
き
方
を

展
望
す
る
た
め
に
―

高
橋
祐
吉
著

１
９
９
０
年
代
以
降
、
新

自
由
主
義
の
改
革
に
よ
り
、

わ
が
国
の
労
働
世
界
は
大
き

く
変
貌
し
た
。
非
正
規
雇
用

の
拡
大
や
成
果
主
義
賃
金
の

導
入
、
そ
し
て
企
業
別
組
合

の
地
盤
沈
下
が
、
そ
う
し
た

変
貌
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
労
働
者
の
「
燃
え

尽
き
」
と
「
使
い
捨
て
」
が

横
行
し
、
格
差
と
貧
困
が
広

が
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ま「
働
く
」こ
と
の
意
味

と
は
何
か
。
本
書
で
は
企
業

社
会
の
変
貌
の
跡
を
た
ど

り
、
漂
流
す
る
成
果
主
義
賃

金
の
現
実
や
女
性
労
働
者
の

抱
え
る
困
難
、
各
地
の
就
労

支
援
の
実
情
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
新
た
な
働
き
方
と

そ
の
意
味
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
模
索
し
、
人
間
ら
し

く
働
く
こ
と
の
可
能
性
を
探

究
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（
旬

報
社
・
本
体
５
０
０
０
円
＋

税
）著

者
（
た
か
は
し
・
ゆ
う

き
ち
）
∥
経
済
学
部
教
授
。

主
な
担
当
は
労
働
経
済
論
。

ブ
ラ
ン
ド
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
研
究
序
説
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

梶
原
勝
美
著

日
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
究
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
論
に
す
ぎ
な
い
プ
ロ
ダ

ク
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

だ
け
で
は
な
く
、
独
自
に
生

み
出
し
た
マ
ル
ク
ス
経
済
学

に
基
づ
く
批
判
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
論
に
よ
り
「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
は
独
占
資
本
主
義
の

産
物
で
あ
る
」
と
す
る
見
解

が
、
長
い
間
学
界
の
主
流
を

占
め
て
き
た
。

そ
の
原
因
は
、
戦
略
論
、

批
判
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
と

も
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は

何
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問

い
に
明
確
な
答
え
を
持
た
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
は
「
研
究
者
に

よ
り
多
義
的
に
定
義
さ
れ
、

そ
の
定
義
も
時
代
に
よ
っ
て

変
化
す
る
。
普
遍
性
の
あ
る

簡
潔
な
表
現
で
定
義
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
論

じ
ら
れ
て
き
た
。

本
著
は
そ
の
不
可
能
に
挑

む
。
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

は
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
、
展

開
、
管
理
で
あ
る
」
と
い
う

普
遍
的
、
一
般
的
か
つ
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
な
理
解
を
導
く
。

ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は

ブ
ラ
ン
ド
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
と
同
義
で
あ
る
と
新
た
な

見
解
を
示
す
。

書
名
は
「
序
説
」
だ
が
、

ブ
ラ
ン
ド
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
全
体
の
体
系
を
論
じ
て
い

る
。
本
著
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
学
会
、
実
務
界
さ
ら
に
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
者

の
認
識
を
根
本
か
ら
変
え
る

と
確
信
す
る
。
（
創
成
社
・

本
体
Ⅰ
・
３
８
０
０
円
、
Ⅱ
・

４
２
０
０
円
、Ⅲ
・
３
６
０
０

円
＋
税
）

著
者
（
か
じ
は
ら
・
か
つ

み
）
∥
商
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。

〈「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」年
間
購
読
の
ご
案
内
〉

校友会・神長ゼミ支部が誕生

マスター・ドゥ・ラ・ブーランジェリー

（平５経営）

パン技術者世界一を競うコンテストに出場パン技術者世界一を競うコンテストに出場

広報課からのお知らせ広報課からのお知らせ

佐々木卓也さん

校
友
会
主
催

新
校
友
歓
迎
祝
賀
会

▶

パ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
２
０
１
２
）
優
勝
杯
を
持
つ

佐
々
木
さ
ん

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
宮
崎
代
表
に

土
本

彩
乃
さ
ん
（
平
２５
商
）

公
開
講
座
情
報

「
育
友
」１
３
６
号
刊
行

「
日
本
一
を
目
指
し
ま
す
」

第５２１号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１４年（平成２６年）２月１５日（３）


